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「手作りマスクでしっかり予防」
～ 新型コロナウイルス感染症を拡大させないために ～
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　今年度の当初予算は、前年度に比べて、９千６百万円 (1.0％ ) 減の 96 億５千８百万円
となっています。
　今月号では、「人が集い、元気なまち」を目指す施策として５つの柱を中心に予算を紹介
します。先月号の令和２年度施政方針と一緒にご覧いただければ、よりご理解いただける
と思います。

令和２年度

一般会計当初予算　96億5,800万円

「人が集い、元気なまち」を目指して

Ⅰ.健康・福祉のまち

Ⅲ. 産業のまち

Ⅱ. 定住・交流のまち

Ⅳ. 教育・文化のまち

◆小豆島中央病院の運営支援
　　　　　　　　　　　 267,516千円
◆認知症への理解を図るための認知症
　カフェの開設　　　　　　　132千円
◆子育て世代包括支援センターの設置　　　
　　　　　　　　　　　　　4,115千円
◆障害者計画、介護保険事業計画等の策定　
　　　　　　　　　　　　　2,332千円
◆放課後等デイサービス事業の開設　　　　
　　　　　　　　　　　　　6,100千円
◆特別支援学校の開校に向けた周辺環境の整備
　　　　　　　　　 　　　17,000千円

◆有害鳥獣による公共施設の被害の復旧支援     
　　　　　　　 　　　　　 2,500千円
◆竹生漁港の防波堤の整備
　　　　　　　　　　　 150,500千円
◆小豆島ブランドの確立の推進
　　　　　　　　　　　　 13,000千円
◆スーパーマーケットトレードショー出展によ
　る地場産業のPR  　　　　 2,768千円
◆オリーブナビ小豆島にデジタルサイネージ
　を設置　　　　　　　　　 7,500千円
◆日本遺産認定「備讃諸島の石の文化」の情
　報発信や普及啓発　　　 12,400千円

◆土砂災害と津波のハザードマップを更新　
　　　　　　　　　　　　　4,959千円
◆一般廃棄物最終処分場の整備
　　　　　　　　　　 　 831,411千円
◆空き家改修補助の対象拡充　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 10,000千円
◆地域おこし協力隊の活用
　　　　　　　　　　　　 16,553千円
◆旧内海庁舎跡に駐輪場を整備
　　　　　　　　　　　　　1,980千円
◆老朽化した坂手港浮桟橋の改修　　　　　
　　　　　　　　　　　　 36,500千円

◆老朽化した星城小学校のトイレ改修
　　　　　　　　　　　　　8,100千円
◆プログラミング教育用ICT機器の整備
　　　　　　　　　　　　　　665千円
◆人権同和教育等を推進する生徒指導主事の
　配置　　　　　　　　　　2,696千円
◆内海地区３幼稚園で長期休業中の給食提供の
　開始    　　　　　　　　　2,053千円
◆農村環境改善センターの天井の耐震化　　
　　　　　 　　　　　　　57,750千円
◆トップアスリート等との交流による子どもの
　夢を育む機会の創出　　　　2,000千円
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◆課の統廃合など役場組織の再編　　　　　　　　　2,000千円
◆旧サイクリングターミナル、吉田斎場、福田教育集会所の解体撤去
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 91,758千円
◆職員研修など人財育成の強化　　　　　　　　　　1,100千円

私たち一人あたりに使われる金額　70万4,141円のうち町が賄える金額　21万8,723円
※R２. 4. 1 現在の人口 13,716人および自主財源により算出しています。

問い合わせ先　企画財政課　☎82−7000

（単位は百万円、百万円未満は四捨五入）
　※端数処理の関係上、数値が合わない場合があります。

一般会計　歳入歳出予算グラフ

Ⅴ. 行財政改革の推進

プロスポーツトレーナーによるトレーニング講習

　　義務的経費
　　　　4,159
　　　（43.1％）

　　　　その他の
　　　　経費
　　　3,790
　　（39.2％）

投資的経費
1,709

（17.7％）

自主財源
　　3,000
　　　（31.1％）

依存財源
6,658（68.9％）

人件費1,945
（20.1％）

町税1,497
（15.5％）

町債1,059
（11.0％）

国庫支出金
784（8.1％）
国庫支出金
784（8.1％）

県支出金
679

（7.0％）

地方交付税3,730（38.6％）

繰入金640
（6.6％）

諸収入395（4.1％）
使用料及び手数料198
　　　　　　　（2.0％）
使用料及び手数料198
　　　　　　　（2.0％）

分担金及び負担金
44（0.4％）

その他228（2.4％）

公債費
1,329

（13.8％）

扶助費
885

（9.2％）

補助費等
1,514

（15.7％）

物件費
1,092

（11.3％）

繰出金
807

（8.4％）

その他173（1.8％）

普通建設事業費
1,706（17.7％）

災害復旧費
3（0.0％）

貸付金204（2.1％）地方消費税交付金
290（3.0％）

その他の交付金
46（0.5％）

地方譲与税70（0.7％）

歳入 歳出
　　義務的経費
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　　　（43.1％）

　　　　その他の
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　　（39.2％）

投資的経費
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依存財源
6,658（68.9％）
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　　　（31.1％）
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1,709
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人件費1,945
（20.1％）

町税1,497
（15.5％）

町債1,059
（11.0％）

国庫支出金
784（8.1％）
国庫支出金
784（8.1％）

県支出金
679

（7.0％）

地方交付税3,730（38.6％）

繰入金640
（6.6％）

諸収入395（4.1％）
使用料及び手数料198
　　　　　　　（2.0％）
使用料及び手数料198
　　　　　　　（2.0％）

分担金及び負担金
44（0.4％）

その他228（2.4％）

公債費
1,329

（13.8％）

扶助費
885

（9.2％）

補助費等
1,514

（15.7％）

物件費
1,092

（11.3％）

繰出金
807

（8.4％）

その他173（1.8％）

普通建設事業費
1,706（17.7％）

災害復旧費
3（0.0％）

貸付金204（2.1％）地方消費税交付金
290（3.0％）

その他の交付金
46（0.5％）

地方譲与税70（0.7％）

歳入 歳出
　　義務的経費
　　　　4,159
　　　（43.1％）

　　　　その他の
　　　　経費
　　　3,790
　　（39.2％）

投資的経費
1,709

（17.7％）

依存財源
6,658（68.9％）

自主財源
　　3,000
　　　（31.1％）

日本遺産ガイドを養成するための研修会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
帰

国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
、
県
が
設
置
す
る
帰
国

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
風
邪
の
症
状
や
37
・
５
度
以

上
の
発
熱
が
4
日
以
上
続
く

方

　
（
解
熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
も
同
様
で

す
。
）

●
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や

息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
が

あ
る
方

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
方
は
重

症
化
し
や
す
い
た
め
、
こ
の

状
態
が
2
日
程
度
続
く
場
合
に

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◦
高
齢
者

◦
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器

疾
患
（CO

PD

等
）
の
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受

け
て
い
る
方

◦
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等

を
用
い
て
い
る
方

　
妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
、
念

の
た
め
、
重
症
化
し
や
す
い
方

と
同
様
に
、
早
め
に
帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

最
新
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
流
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
事
実
と

異
な
る
情
報
が
混
ざ
っ
て
い
ま

す
。
不
確
実
な
情
報
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
正
確
な
情
報

に
基
づ
き
冷
静
な
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

厚
生
労
働
省
や
香
川
県
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
緊
急
情
報
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防

災
行
政
無
線
を
活
用
し
て
、
情

報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町長から町民の皆さまへのメッセージ
（4 月 17 日現在）

　国内での感染拡大が続く新型コロナウイルス感染症について、４月16日に新型インフル
エンザ等対策特別措置法に基づき、国から、全ての都道府県を対象とする「緊急事態宣言」
が発令されました。
　状況は、日々めまぐるしく変化しており、予断を許さない状況です。緊急事態宣言をふ
まえ、町民の皆様には、ご自身やご家族、大切な方の命を守る行動として、以下の点を改
めてお願い申し上げます。
●　人との接触をできるだけ減らしてください。
●　不要不急の外出を控えてください。

（生活上必要な物の買い出しや、やむを得ない仕事等以外の外出を控えてください。特
に、県外との不要不急の往来を控えてください。）

●　感染拡大のリスクを高める「密閉空間」「密集した場所」「密接した会話」の「３密」に
　　該当する場所を避けるようにしてください。
●　引き続き、手洗いやうがい、咳エチケットなどの感染症防止対策を徹底してください。
●  うわさやデマに惑わされることなく、正確な情報に基づく、冷静な行動をとってくだ
　　さい。
　小豆島町では、「小豆島町新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、国や県、関
係機関とともに町民の健康と安全を最優先した感染拡大防止の取り組みを進めております
が、行政の取り組みだけでは、この重大な危機を乗り越えることはできず、町全体が一丸
となり、取り組んでいく必要があります。
　町民の皆様には、この難局を共に乗り切っていただきますよう改めてお願いいたします。

小豆島町
ホームページ
「緊急情報」

小豆島町長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
を
う
た
う
商
品
に
ご
注
意

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
に
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
や
県
、
市
町
な

ど
の
負
担
金
・
交
付
金
と
加
入
者
か
ら
の
保
険
税
を
合
わ

せ
、
医
療
費
の
負
担
を
支
え
合
う
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
に
つ
い
て
、
２
年
間
の
激
変

緩
和
措
置
が
終
了
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
税
率
を
改
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
２
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
課
税
限
度
額
を
改
定

し
ま
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
定
し
ま
す

　
国
保
制
度
は
、
住
民
の
健
康

づ
く
り
や
適
切
な
医
療
の
提

供
、
医
療
保
険
財
政
の
安
定

的
な
運
営
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
住
民
生
活
と
の
関
わ
り
が

深
く
、
町
づ
く
り
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

将
来
に
わ
た
り
国
保
制
度
が
持

続
可
能
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

住
民
や
行
政
、
医
療
・
福
祉
関

係
者
な
ど
が
一
丸
と
な
り
、
健

康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
次

の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

①
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

◦
「
特
定
健
診
」
を
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◦
適
度
な
運
動
を
毎
日
続
け
ま

し
ょ
う
。

◦
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
正
し
く
医
療
費
を
使
う

◦
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

◦
薬
を
正
し
く
飲
み
ま
し
ょ

う
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全

運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

◦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
交
通
事
故
な
ど
で
国
保
を

使
っ
て
受
診
す
る
場
合
は
、

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
役
場
に
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

◦
夜
間
の
急
病
、
子
ど
も
の
急

な
病
気
や
け
が
の
時
に
は
、

ま
ず
は
「
救
急
電
話
相
談
」

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
保
険
で
す
。
必
要
な

医
療
は
受
け
つ
つ
も
、
一
人
一

人
が
医
療
費
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
、
私
た
ち
の
国
保
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
税
務
課

☎
82
︱
７
０
０
３

　
合
理
的
根
拠
も
な
く
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
」
を
う
た
う
健
康
食
品
や
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
器
、
空
間

除
菌
剤
な
ど
、
効
果
を
掲
げ
た

商
品
の
表
示
に
対
し
、
消
費
者

庁
が
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
誤
っ
た
感
染
予
防
対
応
を

行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
便
乗
商
法
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
や
不
安

な
と
き
は
、
お
気
軽
に
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

☎
62
︱
２
２
６
９

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

夜間の急病やけがで困った
時は、まず救急電話相談を
ご利用ください。

☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
受　　付：毎日19時～翌朝8時

医療給付分 後期高齢者支援分 介護納付分
所得割　　　7.3％
資産割　　30.0％
均等割 27,500 円
平等割 18,500 円

所得割　　　2.2％
資産割　　　6.0％
均等割 8,100 円
平等割 5,400 円

所得割　　　1.6％
資産割　　　9.6％
均等割 7,900 円
平等割 4,500 円

課税限度額 61 万円 課税限度額 19 万円 課税限度額 16 万円

医療給付分 後期高齢者支援分 介護納付分
所得割　　　7.6％
資産割　　31.4％
均等割 29,800 円
平等割 20,100 円

所得割　　　2.4％
資産割　　　6.5％
均等割 9,100 円
平等割 6,100 円

所得割　　　1.8％
資産割　　　8.7％
均等割 9,400 円
平等割 4,600 円

課税限度額 63 万円 課税限度額 19 万円 課税限度額 17 万円

令和元年度　国民健康保険税率

令和２年度　国民健康保険税率
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小
豆
島
町
で
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
地
場
産
業
の
次
世
代
を

担
う
若
手
幹
部
や
経
営
者
の
育

成
を
目
的
に
、
小
豆
島
町
出
身

で
元
日
清
食
品
Ｈ
Ｄ
㈱
相
談
役

の
中
川
晋
氏
を
塾
長
に
迎
え
、

経
営
塾
「
中
川
塾
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
28
名
の
町
内

若
手
経
営
者
ら
が
受
講
し
、
塾

生
は
月
１
回
、
産
業
や
企
業
間

の
垣
根
を
越
え
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
基
礎
知
識
の
習
得
や
小

豆
島
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け

た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
１

年
間
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、
塾

生
ら
が
小
豆
島
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
実
践
の
場
と
し
て
、
国
内

最
大
級
の
商
談
展
示
会
「
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ー
２
０
２
０
」
に
特
設

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
小
豆
島
の
食
文
化

の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
会
場
内
に

「
小
豆
島
キ
ッ
チ
ン
」
を
オ
ー

プ
ン
し
、
小
豆
島
で
育
ま
れ
た

醤
油
・
佃
煮
・
素
麺
・
オ
リ
ー

ブ
を
シ
ェ
フ
の
手
に
よ
っ
て
、

こ
だ
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
に
仕
上

げ
、
島
内
食
品
メ
ー
カ
ー
各
社

の
商
品
を
か
け
合
わ
せ
た
創
作

料
理
を
来
場
者
に
提
供
し
ま
し

た
。
来
店
し
た
お
客
さ
ん
が
席

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
商
談
を

行
う
「
小
豆
島
キ
ッ
チ
ン
」
は
、

多
く
の
注
目
を
集
め
、
３
０
０

枚
以
上
の
名
刺
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
の
商
品
に
対
す
る
意
見
要

望
や
、
首
都
圏
の
最
新
情
報
を

収
集
し
、
塾
生
内
で
共
有
す
る

こ
と
で
今
後
の
商
品
開
発
や
販

路
開
拓
に
つ
な
が
る
多
く
の
収

穫
と
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

創作料理を提供する塾生の皆さん

『
中
川
塾
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

に
小
豆
島
キ
ッ
チ
ン
を
オ
ー
プ
ン
』

商
工
観
光
課産

業
支
援
室

中　
武　
弘　
景

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」
Vol.81

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」
Vol.81
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「海岸のごみをひろって
くらし方を考えてみよう」

日時　5月31日㈰　9時40分～11時40分
場所　伝法川河口付近
集合場所　小豆総合事務所裏の堤防
講師　山口　晴司 先生（富山大学名誉教授）
服装　長袖・長ズボン、帽子、軍手
持ち物　水筒
※火ばさみをお持ちの方は持参してください。
参加費　無料
※雨天の場合は渕崎公民館

（土庄町立中央図書館前）
で屋内学習会を行います。
主催・問い合わせ先
　小豆島環境とくらしの連絡会
　☎62−1689

　きのこは100g約20kcalと低カロリーなの
で、毎日食べてもカロリーオーバーになること
なく、また日本人に不足しがちな食物繊維もた
くさん含んでいるため、腸内環境の改善に最適
な食材です。毎日の食事にきのこ料理を1品プ
ラスしてみましょう。

環境とくらしにいい
学習会 2020

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

306Kcal
17.9ｇ
19.0ｇ
238mg

1.3ｇ

今年度のテーマ　 ～ きのこを使った料理 ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（2人分）

❖作り方

厚揚げ　　　1 枚
生しいたけ　2 枚
エリンギ　　1 パック
白ネギ　　　1 本
豚こま肉　　50g
ごま油　　　大さじ 1

しょうゆ　　　　　大さじ 1
酒　　　　　　　　大さじ 1
みりん　　　　　　大さじ 1
鶏がらスープの素　大さじ 1/2
水溶き片栗粉
　水　　　小さじ 2
　片栗粉　小さじ 1

フライパンにごま油をひき、豚肉を炒める。
厚揚げは横半分に切り、１センチ幅に切る。生しいたけは
軸をとり、スライスする。エリンギは5センチ長さに切り
スライスする。白ネギは斜め切りにする。
②を①に入れ、炒める。火が通ったら調味料Aを入れ、少
し炒めて火を止める。
水溶き片栗粉を回し入れ、軽く火を通したら器に盛る。

①
②

③

④

きのこの中華炒め

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

「
感
染
症
」
を
予
防
す
る 

〉
山
　
本
　
真
由
美
先
生

そ
の
た
め
お
子
さ
ん
の
体
調
不

良
の
多
く
は
感
染
症
と
い
え
る

と
思
い
ま
す
。

　
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
経
路
は
、

「
接
触
感
染
」
と
「
飛
沫
感
染
」

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
病
原
体

を
含
ん
だ
唾
な
ど
の「
し
ぶ
き
」

が
飛
び
散
り
、そ
れ
を
浴
び
る
、

付
着
し
た
も
の
を
触
る
、と
い
っ

た
こ
と
で
感
染
す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
こ
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま
す

が
、
い
わ
ゆ
る
「
風
邪
」
を
始

め
と
す
る
感
染
症
の
予
防
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
感
染
症
」
は
、
そ
の
名
の
通

り
「
感
染
」
す
な
わ
ち
う
つ
る

病
気
で
す
。
い
わ
ゆ
る
風
邪
、

嘔
吐
下
痢
、
そ
れ
ら
も
原
因
が

人
か
ら
人
に
う
つ
る
こ
と
が
多

い
の
で
感
染
症
の
一
つ
で
す
。

形
で
感
染
し
ま
す
。
一
方
、
麻

疹
、水
痘
、結
核
は
「
空
気
感
染
」

を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
原
体

が
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
な
く
て
も

空
気
中
で
感
染
力
を
も
っ
て
存

在
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

感
染
力
が
非
常
に
強
い
も
の
で

す
。

　
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、

接
触
感
染
の
予
防
と
し
て
手
洗

い
が
最
も
大
切
で
す
。ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
が
な
く
て
も
、
き
ち

ん
と
手
洗
い
が
で
き
て
い
れ
ば

問
題
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

親
指
の
あ
た
り
、
指
先
、
指
の

間
な
ど
が
洗
い
残
し
の
多
い
部

位
な
の
で
意
識
し
て
洗
い
ま

し
ょ
う
。

　
マ
ス
ク
は
、
口
や
鼻
を
し
っ

か
り
覆
い
、
マ
ス
ク
の
外
側
を

触
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
咳
な
ど
の
症
状
の
あ
る

方
が
き
ち
ん
と
マ
ス
ク
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
お

子
さ
ん
に
症
状
が
あ
る
と
き
は

口
と
鼻
を
覆
っ
て
マ
ス
ク
を
す

る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
病
原
体
に
よ
っ
て
は
ワ
ク
チ

ン
で
予
防
で
き
る
も
の
も
あ
る

の
で
、
日
頃
か
ら
接
種
し
て
予

防
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
睡
眠

や
食
事
と
い
っ
た
日
々
の
生
活

で
体
力
を
維
持
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
環
境
面
で
は
、
人
が

密
集
す
る
場
所
を
避
け
る
こ
と
、

換
気
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
感
染
症
に
か
か
っ
た
と
き
、

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

体
調
が
悪
い
と
き
に
は
き
ち
ん

と
休
む
こ
と
も
、
周
囲
に
病
原

体
を
ま
き
散
ら
さ
な
い
大
事
な

予
防
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
咳

な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」（
マ
ス
ク
を
着
用

し
た
り
、
咳
を
す
る
と
き
に
は

手
で
は
な
く
、
ハ
ン
カ
チ
か
肘

の
内
側
で
鼻
と
口
を
覆
う
な
ど
）

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
感
染
症
が
発
生
す
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
飛
び

交
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
、
国

立
感
染
症
研
究
所
な
ど
か
ら
信

頼
で
き
る
情
報
を
得
て
、
落
ち

着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

A
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『 

琴
城
流
大
正
琴
全
国
大
会
に
参
加
し
て 

』

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
メ
イ
ト

壺
　
井
　
孝
　
子

　
令
和
2
年
2
月
5
日
、
6
日

の
両
日
、
紅
白
歌
合
戦
が
行
わ

れ
て
い
る
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「
琴
城
流
大
正
琴
振

興
会
全
国
大
会 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
イ
ン
東
京
２
０
２
０
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
1

年
間
の
練
習
に
励
み
、
初
め
て

全
国
大
会
に
出
演
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
邦
楽
舞

台
、
長
唄
元
禄
花
見
踊
、
先
輩

方
の
大
正
琴
、
長
唄
、
囃
子
、

舞
踊
が
一
体
に
な
り
、
と
て
も

す
て
き
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
香
川
中
央
チ
ー
ム

で
出
演
し
、
緊
張
し
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な

ホ
ー
ル
に
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ

い
で
、
い
ざ
壇
上
に
立
つ
と
、

緊
張
で
楽
譜
が
見
え
ま
せ
ん
。

最
初
は
ほ
と
ん
ど
弾
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
次
曲
は
何
と
か
演

奏
し
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
出
番
が
終
わ
り
、
舞
台
を
見

て
い
る
と
、
大
正
琴
を
弾
く
姿

勢
や
手
の
振
り
が
よ
く
見
え
ま

す
。
そ
し
て
す
て
き
な
演
奏
を

聴
く
と
、
私
も
も
っ
と
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
私
は
退
職
後
、
大
正
琴
を
始

め
ま
し
た
が
、
今
は
仲
間
た
ち

と
発
表
会
や
、
敬
老
会
、
施
設

慰
問
等
で
演
奏
し
、
楽
し
く
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
楽
し
い
大
正
琴
の
仲
間

に
入
り
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

活
動
回
数　
月
2
回
程
度

場
所　
片
城
会
館
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
メ
イ
ト

☎
82
︱
０
７
２
３

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

令
和
２・
３
年
度
の
保
険
料

率
改
定
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

決
定
し
、
２
年
ご
と
に
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の

増
加
な
ど
を
考
慮
し
、
令
和
２・

３
年
度
の
新
保
険
料
率
が
次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
額
の
通
知

　
個
人
ご
と
の
保
険
料
額
は
、

７
月
中
旬
に
送
付
す
る
保
険
料

額
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
と
世

帯
主
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合

計
額
で
軽
減
割
合
を
判
定
し
ま

す
。

※
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
の

世
帯
状
況
で
判
定
し
ま
す
が
、

年
度
途
中
で
被
保
険
者
に
な
ら

れ
た
方
は
、
資
格
取
得
日
が
賦

課
期
日
に
な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
公
的
年

金
所
得
に
つ
い
て
最
大
15
万
円

を
控
除
し
ま
す
。

★
…
本
則
７
割
軽
減
の
対
象
の

方
は
、
こ
れ
ま
で
更
に
上
乗

せ
し
て
軽
減
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
段
階
的
に
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

賦
課
限
度
額
の
変
更

　
保
険
料
の
上
限
額
は
、
62
万

円
か
ら
64
万
円
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
税
務
課

☎
82
︱
７
０
０
３

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

文化協会
だより

Vol.3

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
を
改
定
し
ま
す

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定
　所得の合計額）

均等割の軽減

本　則 令和2年度 令和3年度

33万円以下★
７割

7.75割
７割うち、世帯の被保険者全員が年金収入

80万円以下で各種所得なし★ ７割
33万円＋（28.5万円×世帯の被保険者数） ５割 ５割
33万円＋（52万円×世帯の被保険者数） ２割 ２割

区　分 平成30・
令和元年度

令和2・3
年度

増加額
（率）

均等割額 47,300円 49,800円 2,500円

所得割率 9.26％ 9.78％ 0.52％
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

　
5
月
16
日
か
ら
6
月
14
日
に

か
け
て
、
中
山
ホ
タ
ル
の
里
の

ホ
タ
ル
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
期

間
中
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
粒
の
種
が
ガ
イ
ド
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

（
幼
虫
）
の
観
察
も
で
き
ま
す

の
で
、
鑑
賞
・
観
察
を
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
一
粒
の
種
事
務
局

☎
０
９
０
︱
４
５
０
７
︱
２
１
５
５

北地レディース句会

中
山
ホ
タ
ル
の
里
で

ホ
タ
ル
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か連

日
の
「
満
員
御
礼
」
我
が
家
で
は
テ
レ
ビ
の
前
の
炬
燵
の
席
で　
　
　
　
　
藤
井　
哲
夫

竹
の
皮
三
角
に
折
り
梅
吸
ふ
を
教
わ
り
し
兄　
今
既
に
無
し　
　
　
　
　
　
　
柴
田　
令
子

大
小
の
集
落
見
え
て
丹
波
路
の
豊
か
な
山
野
鸛

こ
う
の
と
りゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好　
昭
子

こ
の
家
に
住
み
五
十
年
時
を
経
て
既
に
夫
無
く
西
空
仰
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
真
智
子

棚
田
い
ま
菜
の
花
終
り
蓮
華
草
田
植
え
待
つ
ご
と
ひ
そ
と
ひ
と
と
き　
　
　
　
丹
生　
裕
子

初
孫
が
成
人
式
に
出
席
し
嬉
し
め
で
た
や
祖
父
た
る
わ
れ
も　
　
　
　
　
　
　
藤
本
た
だ
し
げ

雛
の
客
と
て
招
か
る
る
友
の
家
句
種
の
あ
り
て
俄
句
座
す
る　
　
　
　
　
　
　
伝
宝
千
鶴
子

「
タ
ダ
イ
マ
」
と
女
孫
が
顔
を
覗
か
せ
て
一
瞬
都
会
の
香
り
漂
ふ　
　
　
　
　
　
八
木　
慶
子

休
校
で
浜
に
馳
け
だ
す
こ
ど
も
た
ち
の
び
の
び
色
し
た
夕
焼
け
が
あ
る　
　
　
八
木　
勝
子

定
休
日
同
業
の
友
三
人
寄
り
文
殊
の
知
恵
い
ま
出
て
来
る
と
こ
ろ　
　
　
　
　
立
住
喜
代
子

草
の
名
に
動
物
の
居
る
楽
し
さ
よ
〈
馬
の
砂
糖
〉
に
〈
狐
の
剃
刀
〉　　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

築
城
の
残
石
の
印
落
椿　
　
　
　
　
　
　
礼　
美

古
雛
お
す
べ
ら
か
し
の
く
せ
毛
か
な　
　
紘　
子

缶
蹴
り
も
石
蹴
り
も
死
語
昭
和
の
日　
　
典　
子

喜
び
が
空
に
弾
け
る
入
学
児　
　
　
　
　
一　
美

　152日㈯　
9日㈯　
9日㈯　

10日㈰　
16日㈯　
17日㈰　

孟子を読む会
古文書を読む会
ビリビリちぎり絵で遊ぼう！
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会
読書会（内容：「戦争と平和」　百田 尚樹 著）

一　　　般
一　　　般
幼・児　童
幼・児　童
一　　　般
一　　　般

10：00 ～ 12：00
10：00 ～ 12：00
14：30 ～ 16：00
14：00 ～ 14：30
10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 16：00

大人向け　「児童福祉週間　子育て支援」・「母の日」特集展　　５月28日㈭まで

※休憩時間に換気を行います。また、入口にアルコール消毒液を置いていますので、ご
　利用ください。

５月９日㈯　14時30分から「ビリビリちぎり絵で遊ぼう！」
広告や包装紙をビリビリちぎって、ちぎり絵を作ります。
幼児さんから参加できますので、ぜひお越しください。

町立図書館では引き続き、特別展示・イベントを用意していますので、ぜひお越しください。
◦優良児童図書展　　　　4月23日 ㈭～ 5月31日㈰　町立図書館にて
　　　　　　　　　　　　6月2日㈫～ 6月30日㈫　　池田子ども文庫にて
◦人気図書ベスト 20展　 4月23日㈭～ 5月31日㈰　 町立図書館にて
　　　　　　　　　　　　6月2日㈫～ 6月30日㈫　　池田子ども文庫にて

５月31日㈰　14時から（子供向け）　「メアリと魔女の花」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越し下さい。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
小豆島短歌会
三月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名
発注いただきました！
ひこばえ　上・下
嫁ぐ日
流人道中記　上・下
よその島
十字架のカルテ
夜がどれほど暗くても
迷路の始まり
三兄弟の僕らは
緋色の残響
〈あの絵〉のまえで
クスノキの番人
掟上今日子の設計図
罪人の選択
チンギス紀　７
公安狼
できない男
暴虎の牙
誘拐屋のエチケット
エール　上
いつでも母と
ちょこっと、つまみ
AERA with Baby スマホに子守りさせてない？
フェルトでつくるハンドメイドのおままごとセット
脳活性折り紙全書
人気料理家のじゃが芋・玉ねぎ・キャベツのおかず
るるぶ東京 ’21
るるぶ香川高松琴平小豆島直島 ’21

朝　井　リョウ
重 松 　 清
諸 田 玲 子
浅 田 次 郎
井 上 荒 野
知　念　実希人
中 山 七 里
堂 場 瞬 一
小 路 幸 也
長 岡 弘 樹
原 田 マ ハ
東 野 圭 吾
西 尾 維 新
貴 志 祐 介
北 方 謙 三
笹 本 稜 平
額 賀 　 澪
柚 月 裕 子
横 関 　 大
中　川　千英子
山　口　恵以子
阿川　佐和子ほか
朝 日 新 聞 出 版
寺　西　恵里子
ブ テ ィ ッ ク 社
K A D O K A W A

（幼児向き）
ごんべえだぬき
くすのきだんちのねむりいす
どうぶつたちのがっこうって？
恐竜トリケラトプスとあくまのもり
たまごにいちゃんとげんちゃん
ぼくのしましまテッド
（児童向き）
ふしぎ町のふしぎレストラン　２
ちょきんばこのたびやすみ
おっちょこ魔女先生
ぼくらのいじめ救出作戦
ドラえもん探求ワールド日本語のひみつ
名探偵 AI・HARA
（ティーンズ向き）
５分後に君とサヨナラのラスト
ばかみたいって言われてもいいよ １

今月のロビー展

「こどもの読書週間」イベント

「こどもの読書週間」が始まりました（４月 23日～５月 12日）

映画会のお知らせ

5月の行事予定
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工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計

量
器
は
、
計
量
法
に
よ
り
、
２

年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
香
川
県
で
は
、
次
の
日
程
で

計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
計
量
器

を
お
持
ち
の
方
は
、
お
近
く
の

会
場
で
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。　
　

問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
県
計
量
検
定
所

☎
０
８
７
︱
８
８
１
︱
２
５
１
７

◦
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

計
量
器（
は
か
り
）の

定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
　
5
月
24
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
２
０
２
０
小
豆

島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
や
大
会

を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
関
係
者
の

方
々
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に

考
慮
し
、
誠
に
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協

賛
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
や
団

体
を
含
め
、
地
域
の
多
く
の
皆

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
町
内
中
小

企
業
は
売
上
高
等
が
急
減
す
る

な
ど
業
績
が
悪
化
し
て
お
り
、

可
及
的
速
や
か
な
運
転
資
金
確

保
等
の
資
金
繰
り
支
援
が
必
要

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
豆
島
町
で
は
町
内
中
小
企

業
の
円
滑
な
資
金
調
達
や
経
営

の
安
定
化
を
よ
り
一
層
喚
起
す

る
た
め
、
新
た
に
融
資
金
の
償

還
が
終
了
す
る
ま
で
に
支
払
う

利
子
相
当
額
を
「
利
子
補
給
金
」

と
し
て
交
付
す
る
「
小
豆
島
町

様
の
お
力
添
え
で
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
と
も
小
豆
島

オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

◦
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

　
全
国
大
会
事
務
局

☎
82
︱
２
９
０
０

◦
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
制

度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
指
定
金
融
機
関
等
の

審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
や
制
度
内
容
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で

は
、
工
業
統
計
調
査
を
６
月
１

日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
工
業

統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の

重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統

計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な

ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事

業
所
に
は
、
５
月
中
旬
か
ら

６
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が

調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
す
る

か
、
ま
た
は
国
か
ら
直
接
郵
送

で
届
き
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
従
業
者
４
人
以
上
の
全

　
て
の
製
造
事
業
所

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
財
政
課☎

82
︱
７
０
０
０

工業統計
キャラクター

「コウちゃん」

２
０
２
０
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
を
中
止
し
ま
す

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

日　　程 時　　間 場　　所

6 月 1 日㈪ 10:50 ～ 14:20
苗羽公民館

6 月 2 日㈫ 10:40 ～ 14:45

6 月 3 日㈬ 13:00 ～ 14:45 殿川ダム管理事務所

6 月 4 日㈭

10:30 ～ 15:00 イマージュセンター6 月 8 日㈪

6 月 9 日㈫

6 月 10 日㈬ 10:40 ～ 14:45 内海福祉会館

6 月 11 日㈭
10:40 ～ 14:45 草壁公民館

6 月 15 日㈪

6 月 16 日㈫ 10:50 ～ 12:00 福田公民館

※終了時刻 15 分前までに受付を済ませてください。

小豆島町
ホームページ

「中小企業融資
利子補給制度」
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日本遺産　石の文化とゴールド
ラッシュ
　その昔、良質の石を求めて多く
の藩が採石のため瀬戸内海の島を
訪れたことは、皆さんご存知だと
思います。その石の文化が昨年、

日本遺産に認定され、採石場に立ってその当時
の小豆島を思い起こすとき、私が必ず思い出す
ことがあります。
　それは欧米豪文化で起きた「ゴールドラッ
シュ」の時代です。1800 年代半ばごろ、カリフォ
ルニアで最盛期となったゴールドラッシュは有
名ですが、それ以外にオーストラリアやニュー
ジーランド、南アフリカなど、さまざまな地域
で「ゴールド」による一攫千金を求めて、人が
移動しました。それは国内だけでなく海外から
も人生の一大決心をして、ゴールドのある場所
へと移動したのです。
　日本では各個人が石にまつわる一攫千金を求

めて移動したというわけではありませんが、宝
があると聞けばその地を目指した人たちの思い
は、ゴールドラッシュととてもよく似ています。
インターネットやテレビもなかった時代に、見
知らぬ土地に海を越えて乗り込む、その時の気
持ちはどんなものだったのかな、と考えます。
きっとそれは小豆島でもカリフォルニアでも同
じような不安と希望に満ち溢れた人たちでたく
さんだったのだろうな、と人間のロマンを思い
起こさせてくれます。
　地球の異なる場所と時代に、同じような人間
の動きが見られるというところに、人間は皆同
じだな、というのを感じさせてくれます。小豆
島に居ながらにして、世界とのつながりを感じ
る瞬間です。

Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

～グローバルな風は小豆島から～～グローバルな風は小豆島から～

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
、
が
ん
検
診
は
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
5
月
20
日

㈬
ま
で
に
健
康
づ
く
り
福
祉
課(

☎
82
︱
７
０
３
８
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診　

　
令
和
元
年
度
に
受
診
し
た
方

は
、
町
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
の

で
申
し
込
み
不
要
で
す
。

乳
が
ん
超
音
波
検
診

　
2
年
に
1
度
の
検
診
で
す
の

で
、
令
和
元
年
度
に
受
診
し
た

方
は
対
象
外
で
す
。

　
平
成
30
年
度
に
受
診
し
た
方

は
、
町
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
の

で
申
し
込
み
不
要
で
す
。

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
と
は

　
石
綿
に
よ
り
、
仕
事
中
に
接

触
し
た
労
働
者
だ
け
で
な
く
、

労
働
者
が
持
ち
帰
っ
た
作
業
着

等
に
付
い
た
石
綿
を
吸
い
込
ん

だ
家
族
な
ど
も
病
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
綿

に
よ
る
病
気
に
は
、
中
皮
腫
や

肺
が
ん
等
が
あ
り
、
非
常
に
長

い
期
間
が
経
過
し
て
か
ら
発
症

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
の
か
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

特
別
遺
族
給
付
金
制
度

　
石
綿
が
原
因
で
業
務
上
死
亡

し
た
労
働
者
の
ご
遺
族
の
方
に

つ
い
て
は
、
労
災
保
険
の
遺
族

補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
５

年
の
時
効
で
消
滅
し
て
い
た
場

合
で
も
、
特
別
遺
族
給
付
金
の

請
求
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
労
働
局
労
災
補
償
課　

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
８
９
２
１

◦
高
松
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
８
９
４
８

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を

受
け
た
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

内　容 対象者 自己負担金

胃部
X線撮影

40歳
以上

1,600 円
（生活保護
世帯の方は
無料です）

実施予定日
7月14日㈫

7月15日㈬

8:30 ～ 11:00

8:30 ～ 10:30

7月16日㈭

7月17日㈮

二生公民館

草壁公民館

イマージュセンター

内海福祉会館
8:30 ～ 11:00

時　　　間 場　　　所

※12月にもイマージュセンターおよび内海福祉会館で実施予定です。

内容 対象者 自己負担金

超音波 30歳代の女性

1,200 円
（生活保護
世帯の方は
無料です）

実施予定日

7月7日㈫

7月8日㈬

7月9日㈭

小豆島町役場
西館１階保健
センター

イマージュ
センター

時　間 場　所

※1月にも両会場で実施予定です。

9:00 ～
11:30

13:00 ～
15:30

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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国
で
は
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
消
費
活
性
化
策
と
し

て
、
令
和
２
年
度
に
「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
、
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
を
予
約
（
マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ

設
定
）
し
た
方
を
対
象
に
、
選

択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
で
買
い
物
に
使
え
る

ポ
イ
ン
ト
（
上
限
５
，
０
０
０

円
分
）
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。

ど
う
し
た
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
の
？

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作

ろ
う

　
交
付
ま
で
に
１
か
月
か
ら
２

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
と
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予

約
を
し
よ
う

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約

（
マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ
を
設
定
）
し

ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
カ
ー
ド

読
み
取
り
対
応
機
種
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の

ご
利
用
に
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
必
要
で
す
。

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
を
申
し
込
も
う

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
１
つ
選
択
し
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
申
し
込
み
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
は
７
月
～
２
０
２

１
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

※
９
月
か
ら
チ
ャ
ー
ジ
等
の
方

法
で
買
い
物
に
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
ご
自
身
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
予
約
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
は
、
住
民
生
活
課
職
員
が
お

手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
（
マ
イ

キ
ー
Ⅰ
Ｄ
設
定
）
支
援
窓
口

日
時

◦
平
日

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

◦
休
日　
毎
月
第
２
日
曜
日
の

　
９
時
～
15
時

◦
平
日
夜
間　
毎
週
木
曜
日　

　
17
時
15
分
～
19
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

※
休
日
、
平
日
夜
間
は
予
約
が

必
要
で
す
。

場
所　
住
民
生
活
課

　
　
　
（
西
館
１
階
）

必
要
な
も
の

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

時
に
設
定
し
た
数
字
４
桁
の

暗
証
番
号
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
暗
証
番
号
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て

課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
①
～
③

に
該
当
す
る
方
は
税
務
課
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
新
築
・
増
築
を
し
た
と
き

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋

（
住
宅
、
倉
庫
、
店
舗
、
事

務
所
な
ど
）
は
、
固
定
資
産

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
税
額
を
計
算
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
町
職
員
が
訪
問

し
、
家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。

新
築
・
増
築
し
た
と
き
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
取
壊
し
を
し
た
と
き

家
屋
の
一
部
も
し
く
は
全
部

を
取
壊
し
た
と
き
は
、
す
み

や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
登
記
さ
れ
て

い
る
建
物
を
取
壊
し
て
法
務

局
で
滅
失
登
記
し
た
場
合

は
、
役
場
へ
の
届
け
出
は
不

要
で
す
。

③
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変

更
す
る
と
き

売
買
や
相
続
、
譲
渡
な
ど
で

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
の
変

更
を
さ
れ
る
方
は
、
所
有
者

変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
し
な

い
と
、
翌
年
度
以
降
も
旧
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
の
登
記
に
つ
い
て

建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
壊

し
な
ど
に
つ
い
て
は
、
不
動

産
登
記
法
に
よ
り
登
記
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

登
記
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
高
松
法
務
局
不
動
産
登

記
部
門
（
☎
０
８
７
︱
８
２
１

︱
６
１
９
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課

☎
82
︱
７
０
０
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
（
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
設
定
）
を
お
手
伝
い
し
ま
す

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小豆島町ホームページ
「マイナポイント」
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特
別
弔
慰
金
の
趣
旨 

　
特
別
弔
慰
金
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
公
務
等
の
た
め
国
難

に
殉
じ
た
戦
没
者
等
の
方
々
に

思
い
を
悼
し
、
節
目
の
機
会
を

と
ら
え
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者

の
ご
遺
族
に
対
し
て
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
が
な

さ
れ
ま
す
。

　
第
11
回
特
別
弔
慰
金
は
、
令

和
2
年
4
月
1
日
を
新
た
な
基

準
日
と
し
、
支
給
対
象
者
に
特

別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
令
和
2
年
4
月
1
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の

　
⑴
父
母　
⑵
孫

　
⑶
祖
父
母　
⑷
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
た
方
）

④
戦
没
者
等
の

　
⑴
父
母　
⑵
孫

　
⑶
祖
父
母　
⑷
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
な
か
っ
た
方
）

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の

記
名
国
債

※
支
給
ま
で
は
最
短
で
も
半
年

以
上
か
か
り
ま
す
。

請
求
期
限

　
令
和
5
年
3
月
31
日

前
回
か
ら
の
変
更
点

　
請
求
同
意
書
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
同
順
位
が

い
る
場
合
は
同
順
位
者
間
で
調

整
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
た

め
、
請
求
書
に
請
求
者
が
す
べ

て
の
同
順
位
者
を
代
表
し
て
請

求
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
順
位
者
は
同
じ
権

利
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
一
人
が
代
表
し
て
請
求
し
、

権
利
の
裁
定
を
受
け
た
場
合
、

他
の
同
順
位
者
に
も
各
々
の
持

ち
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の

同
順
位
者
か
ら
持
ち
分
を
請
求

さ
れ
た
場
合
は
、
請
求
者
が
責

任
を
も
っ
て
調
整
を
行
う
こ
と

や
請
求
者
の
連
絡
先
は
他
の
同

順
位
者
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

も
請
求
書
に
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

費
用
の
一
部
に
対
し
て
、
商
品

券
の
交
付
に
よ
る
助
成
を
行
い

ま
す
。

受
付
期
間

　
５
月
11
日
㈪
～
12
月
28
日
㈪

※
土
日
祝
祭
日
は
除
く

※
先
着
順
で
予
算
額
に
達
し
た

場
合
は
受
け
付
け
を
終
了
し
ま

す
。

場
所

　
住
ま
い
政
策
課
（
本
館
１
階
）

補
助
率

補
助
対
象
工
事
費
の
20
％
に

相
当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

対
象
者
・
対
象
住
宅

◦
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
２
親

等
以
内
の
親
族
で
、
現
に
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
方

◦
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

◦
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
助

成
を
受
け
て
い
な
い
方
ま
た

は
住
宅

◦
建
築
後
３
年
以
上
経
過
し
て

い
る
住
宅

対
象
と
な
る
工
事

◦
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
が

25
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

◦
町
内
に
本
社
、
営
業
所
が
あ

る
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

※
申
請
ま
で
に
既
に
実
施
し
て

い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類

◦
申
請
書

◦
個
人
情
報
取
得
に
か
か
る
承

諾
書

◦
工
事
見
積
書
の
写
し

◦
着
工
前
の
写
真

◦
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
写
し

◦
対
象
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

全
員
の
住
民
票

◦
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

問
い
合
わ
せ
先

　
住
ま
い
政
策
課☎82

︱
７
０
１
１

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
支
援
事
業
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　宝食品が製造するつくだ煮「ちりめん山椒」が 3 月 13 日
に宇宙航空研究開発機構（JAXA）から宇宙日本食に認証さ
れました。
　ちりめん山椒は、瀬戸内産のちりめんじゃこと国産の実山
椒をしょう油と砂糖などで炊き上げ、ピリッとした辛さと小
魚の風味が特徴的です。
　常温で 1 年半以上保存ができることや製造過程での厳しい
衛生基準を達成するためにさまざまな検査や試験を 8 年間積
み重ね認証を得ることができました。

　日本郵便四国支社から高峰秀子さんの没後 10 年を記念す
る「オリジナルフレーム切手」が発行され、4 月 8 日に城山
桜公園で贈呈式が行われました。
　女優の高峰秀子さんは「二十四の瞳」の映画の撮影をきっ
かけに当時助監督を務めた松山善三さんとご結婚されまし
た。オリジナルフレーム切手には、ご夫妻の結婚式の写真を
はじめ日々の暮らしなど、お二人の仲むつまじく幸せに満ち
溢れた姿が収められています。

　3 月 29 日、サン・オリーブにおいて、健康オリーブ料理
レシピコンテストの最終審査会が行われ、応募総数全 227
作品から 1 次審査を通過した 5 作品の審査が行われました。
　グランプリに輝いた江口友希世さん（大阪府：管理栄養士）
の作品「大根とオリーブの塩麹サラダ」は、程よい塩加減で、
和食料理にうまくオリーブを取り入れた一品です。

　二十四の瞳映画村内のギャラリー KUROgO では、５月
31 日まで「昭和」をテーマとした「安部朱美創作人形展」
が開催されています。昭和の人々の何気ない暮らしの場面が
人形たちにより、温かくたくましく表現されています。安
部さんは、「昭和という時代に、自然とともに生きた人々の
姿には、今は失ってしまった何か大切なものがあった。多く
の人に見ていただき、懐かしんでほしい」と話しています。

「二十四の瞳シリーズ」もあり、二十四の瞳の名場面の大石
先生と 12 人の子どもたちが訪れた人を迎えてくれます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、5 月 6 日まで休業の予定です。

豆島のつくだ煮が宇宙へ
宝食品のつくだ煮「ちりめん山椒」が宇宙日本食に認証

小

手によみがえるお二人の時間
高峰秀子没後10年記念「オリジナルフレーム切手」贈呈式

切

根とオリーブの塩麹サラダ」がグランプリに輝く
健康オリーブ料理レシピコンテスト最終審査会

「大

形たちが紡ぐ昭和の物語
安部朱美創作人形展

人

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000
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く
ら
し
の
情
報

5月
May

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

募
集
人
員

①
介
護
職
員　
　
　
２
人
程
度

②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

応
募
資
格

①
高
校
を
卒
業
し
た
方

②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資

格
を
有
す
る
方

申
込
期
間　

　
随
時

※
採
用
予
定
者
数
に
達
し
た
時

点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
総
務
課

☎
82
︱
７
０
０
１

◦
介
護
保
険
施
設

☎
82
︱
７
０
３
１

募
集
区
分
・
人
員

小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム
介
護

員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）　　
　
　

 

２
人

応
募
資
格

◦
高
校
を
卒
業
し
た
方

◦
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
◦
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
こ
と

申
込
書
類

　
申
込
書
・
履
歴
書
（
指
定
の

も
の
）、
自
動
車
運
転
免
許

証
の
写
し
、
最
終
卒
業
学

校
の
卒
業
証
明
書
（
卒
業

証
書
の
写
し
可
）

採
用
予
定
年
月
日　

　
随
時

試
験
日
時
・
場
所　

　
別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　
５
月
７
日
㈭

申
込
期
間　

　
随
時

※
採
用
予
定
者
数
に
達
し
た
時

点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組　

　
合
事
務
局

☎
62
︱
６
５
６
５

　
保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重

い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
た

め
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困

難
な
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
て
、

教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
、
社

会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象保

護
者
が
交
通
事
故
で
死

亡
・
重
度
後
遺
障
害
と
な
っ

た
家
庭
の
高
校
生
以
上
の

生
徒
・
学
生

奨
学
金

　
月
額
2
万
円
～
10
万
円

　
（
無
利
息
）

※
大
学
な
ど
は
一
部
給
付
が
あ

り
ま
す
。

入
学
一
時
金

　
20
万
円
～
80
万
円

※
1
年
次
1
回
限
り
で
、
全
額

貸
与
で
す
。

返
還
方
法

奨
学
金
と
入
学
一
時
金
は

貸
与
終
了
（
卒
業
）
後
に

６
か
月
据
え
置
い
て
か
ら

20
年
以
内
の
分
割
返
還
と

な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

応
募
書
類
の
請
求
は
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://w

w
w

.
kotsuiji.com

）
か
ら
応

募
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
交
通
遺
児
育
英
会

◦
☎
０
３
︱
３
５
５
６
︱
０
７
７
３

◦　
０
１
２
０
︱
５
２
１
２
８
６

募
集
団
地
（
1
戸
）

　
苗
羽
団
地
３
︱
１
号
室

募
集
期
間

　
5
月
7
日
㈭
～
20
日
㈬

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

申
し
込
み
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
・
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
【
手
帳
１

～
４
級
】
な
ど
は
、
１
人

で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を

差
し
引
い
た
所
得
額
が
基

準
【
月
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

　
る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
町

内
居
住
者
で
あ
る
連
帯
保

証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

入
居
者
の
決
定

町
営
住
宅
条
例
お
よ
び
規

則
に
基
づ
き
、
老
人
や
身

体
障
害
者
な
ど
特
に
住
居

の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ

る
方
を
優
先
し
、
住
宅
困

窮
度
に
よ
っ
て
決
定
し
ま

す
。
優
先
順
位
を
定
め
が

た
い
場
合
は
公
開
抽
選
を

行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
住
ま
い
政
策
課

☎
82
︱
７
０
１
１

 

介
護
保
険
施
設
に
勤
務
す
る

募
集

R
ecru

itm
en
t

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

介
護
保
険
施
設
職
員
募
集

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
募
集

小
豆
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
募
集
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日
時　

　
5
月
31
日
㈰

◦
10
時
～
12
時

◦
13
時
30
分
～
15
時
30
分

集
合
場
所

　
満
濃
池
森
林
公
園

　
森
林
学
習
展
示
館

　
（
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
七
箇　

　
字
三
田
４
１
０
９
︱
２
４
）

定
員　
午
前・午
後
各
30
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
、
当
選
者
に
案
内

状
を
郵
送
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
5
月
18
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
環
境
森
林
部

　
み
ど
り
保
全
課

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
２
７

日
時　
6
月
14
日
㈰

　
　
　
9
時
30
分
集
合　

※
荒
天
時
中
止

集
合
場
所　

Ａ
コ
ー
ス　
銚
子
渓
（
駐
車
場　

　
奥
の
空
き
地
）

Ｂ
コ
ー
ス　
寒
霞
渓
（
三
笠
山

　
登
り
口
「
碑
」
の
前
）

※
12
時
に
美
し
が
原
園
地
で
合

流
後
昼
食
、
13
時
30
分
解
散
で

す
。

持
ち
物
・
服
装　

弁
当
、
水

筒
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、

作
業
着
、
履
き
な
れ
た
厚

底
の
靴

※
会
員
は
お
椀
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
み
袋
、
手
袋
、
ひ

ば
し
は
準
備
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

土
庄
町
立
中
央
公
民
館
ロ

ビ
ー
に｢
申
し
込
み
箱｣

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
6
月
10
日
㈬

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
山
の
会

☎
84
︱
２
３
６
０

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

融
資
額

　
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
３
５

　
０
万
円
以
内

金
利　
年
１・６
６
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

１・２
６
％

（
令
和
元
年
11
月
1
日
現
在
）

返
済
期
間　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

以
内

※
詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
（「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

◦
☎
０
５
７
０
︱
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
☎
０
３
︱
５
３
２
１
︱
８
６
５
６

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機

構
（
ナ
ス
バ
）
で
は
、
自
動
車

事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
り
、
日
常

生
活
動
作
に
お
い
て
常
時
ま
た

は
随
時
介
護
が
必
要
な
方
に
対

し
て
、
介
護
料
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
事
故
に

よ
り
保
護
者
の
方
が
亡
く
な
っ

た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
者

と
な
っ
た
ご
家
庭
の
お
子
様
に

対
し
て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
生

活
資
金
の
無
利
子
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　
高
松
主
管
支
所

☎
０
８
７
︱
８
５
１
︱
６
９
６
３

日
時
・
場
所

◦
５
月
８
日
㈮
（
要
予
約
）

　
10
時
～
15
時

　
小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　
会
議
室
5　

◦
５
月
20
日
㈬
・
22
日
㈮

　
10
時
～
15
時

　
池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

　
保
健
指
導
室

※
５
月
８
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
日
本
年
金
機
構
・
高
松

東
年
金
事
務
所
ま
で
電
話
で
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　
5
月
13
日
㈬　
　

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所　
小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　
１
階　
打
合
室
１

相
談
内
容　

　
経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

日
時　
5
月
19
日
㈫

　
　
　
14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　
小
豆
総
合
事
務
所
東
館　
　

　
　
　
1
階　
デ
イ
ケ
ア
室

内
容　

　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

　
（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
総
合
事
務
所

　
保
健
福
祉
課☎

62
︱
１
３
７
３

相
談

A
d
v
ice

年

金

相

談

春
の
野
鳥
観
察
会

思
春
期
相
談

第
48
回
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

自
動
車
事
故
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n
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５月　くらしのカレンダー
町内の
【３月】 発生状況

事故・火災・救急
1 月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 2 6 3
負 傷 者 2 5 4
死 亡 者 0 1 0
火　　災 0 2 0
救　　急 63 175 199

【譲ります】

【求めます】

小豆島中学校制服一式
　　　　　女子　Ｌサイズ
タイヤチェーン　軽自動車用
エレキギター　　アンプ付き
宝石箱　　　　　和風　漆塗

シルバーカー
小豆島中央高校制服一式
　　　　　女子　Ｌサイズ
安田小学校制服一式
　　　　　女子　150～160㎝

無償

無償
無償
無償

無償
無償

無償

役場では品物をお預りしていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
ひな人形、五月人形、かぶと、連獅子、
星城小学校制服一式はリサイクルできま
した。ご協力ありがとうございました。

寄　付みなさんからの

介護保険施設整備基金へ
　▷JA香川県内海地域女性部
小豆島町社会福祉協議会へ
　▷森岡　登（西村）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（２～３月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした
瀬戸内の島々の魅力をお伝えしています。
　5月は、「寒霞渓の生き物」、「YouTubeで寒霞渓」、「オリー
ブの花」などの話題をお届けする予定です。
※放送内容は、変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.
seesaa.net/）では、小豆島のホットなニュースをお届けしてい
ますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日が納期限です。
（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。住民生活課（☎ 82 − 7004）
※ 5 月 1 日までは☎ 82 − 7008 へご
　連絡ください。

　

８日 金 年金相談（要予約）10：00～15：00　小豆島町役場西館２階会議室５

12日 火
心配ごと相談所　13：30～15：30　小豆島町役場西館１階相談室３
行政相談　　　　13：30～16：00　

13日 水 よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　小豆島町役場本館１階打合室１

19日 火 思春期相談（要予約）14：30～16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

20日 水 年金相談　　　　10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室

22日 金 年金相談　　　　10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室

25日 月 行政相談　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階保健指導室

26日 火 心配ごと相談所　13：30～15：30　池田保健センター1階保健指導室

29日 金 家族相談（要予約）14：00～15：30　小豆総合事務所東館２階会議室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

（敬称略）

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています



2020.５ 18

５
月
１
日
か
ら
役
場
の
組
織

が
変
わ
り
ま
す

　

広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
の
通

り
、
５
月
１
日
か
ら
役
場
の
組
織

が
変
わ
り
、
事
務
室
の
一
部
が
移

転
し
ま
す
。（
業
務
開
始
は
５
月
７

日
以
降
）

　

本
館
お
よ
び
西
館
の
１
階
を
総

合
窓
口
案
内
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

大
岡　
恵
太
・
千
裕

氏
名　
夫　
　
　
妻

西

村

地

区

　『 
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
つ
く
る
島 

』

現
住
所
　
神
懸
通

柿か
き
さ
こ迫

　
航わ
た
る

さ
ん

　
小
豆
島
に
移
り
住
ん
で
ち
ょ

う
ど
1
年
。
現
在
お
借
り
し

て
い
る
お
家
は
推
定
築
１
５
０

年
、
広
い
畑
と
お
庭
、
離
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
離
れ
が
私
の

仕
事
場
で
す
。

　
現
在
、
東
京
の
デ
ザ
イ
ン
会

社
に
勤
め
、W

eb

や
ア
プ
リ

の
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
を
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で

行
っ
て
い
ま
す
。
島
に
来
る
前

は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
働
け
る

か
不
安
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
仕
事
の
効
率
は
今
の
方
が

倍
以
上
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

満
員
電
車
に
揺
ら
れ
る
ス
ト
レ

ス
フ
ル
な
通
勤
も
な
く
な
り
、

素
敵
な
お
家
や
自
然
あ
ふ
れ
る

こ
の
島
の
環
境
、
美
味
し
い
食

べ
物
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
小
豆
島
の
魅

力
。
そ
れ
は
、
歴
史
あ
る
「
暮

ら
し
の
文
化
」
で
す
。
瀬
戸
内

海
の
中
心
に
位
置
し
、
自
然
が

豊
か
で
、
他
の
町
と
繋
が
る
航

路
と
港
が
あ
る
こ
の
島
に
は
、

醤
油
や
そ
う
め
ん
、
お
遍
路
や

太
鼓
祭
り
、
虫
送
り
に
川
め
し

と
、
か
ね
て
よ
り
こ
の
土
地
の

風
土
か
ら
生
ま
れ
た
生
活
の
風

景
が
あ
り
ま
す
。
私
が
生
ま
れ

る
は
る
か
昔
か
ら
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
島
固
有

の
文
化
で
す
。

　
私
は
東
京
湾
の
埋
立
地
に
で

き
た
マ
ン
モ
ス
団
地
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
期
に
作

ら
れ
た
そ
の
場
所
は
、
地
域
自

体
に
歴
史
が
無
か
っ
た
た
め
、

小
さ
い
頃
の
私
に
と
っ
て
「
歴

史
的
な
何
か
」
は
テ
レ
ビ
の

中
か
資
料
館
で
目
に
す
る
遠
い

存
在
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私

は
、
こ
の
島
独
自
の
「
暮
ら
し

の
文
化
」
の
背
景
に
、
壮
大
な

歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
時
、
そ
の
尊
さ
に

心
を
震
わ
せ
移
住
し
て
し
ま
う

ほ
ど
魅
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
そ
う
し
た
独
自
の

「
暮
ら
し
の
文
化
」
を
未
来
に

繋
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
、
時
代
は
大
き
な
転

換
期
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
価
値
観
は
大
き
く
変

化
し
、
多
様
な
在
り
方
を
認

め
、
共
感
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

人
々
が
繋
が
っ
て
い
く
時
代
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
自

分
が
思
う
島
の
価
値
を
残
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
私

は
、
こ
の
島
の
「
今
」
を
伝

え
、
島
内
外
の
様
々
な
人
々
が

行
き
交
い
、
共
感
の
輪
を
広
げ

て
い
く
よ
う
な
場
を
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
創
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
海

運
や
お
遍
路
で
多
く
の
人
の
交

差
点
と
な
り
、
様
々
な
人
を
迎

え
入
れ
た
こ
の
島
の
懐
の
広
さ

が
、
支
え
て
く
れ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

佐
伯　
勇

後
藤
總
子

出
水
幸
能

岡　
一
子

藤
本
千
惠
子

藤
原　
惠

氏　
名

94 91 90 91 89 90 歳
重

厚

高

伸

孝

典

輝

夫

忠

義

利

公

届
出
人

〃
西

村

神

浦

室

生
〃
池

田

地　
区

加
藤
種
雄

葊
瀨　
榮

中
松
フ
ミ
子

川
嶋
元
一

鍛
治
ケ
イ
子

坂
下
幹
雄

植
松　
勝

植
松
忠
義

木
下
博
義

山
口
カ
ツ
ノ

　
ト
ヨ
子

86 9610085 85 83 93 77 92 92101
敦

士

十
史
範

和

彦

夕
起
子

淳

志

中
塚
孝
弘

宏

彰

ト
ミ
子

昌

樹

昌

夫

清

吾
吉

田

坂

手
〃〃

苗

羽

馬

木
〃
安

田

片

城

草
壁
本
町

神
懸
通

３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　
生　

（
８
人
）

◎
婚　
　
姻　

（
１
組
）

◎
死　
　
亡　

（
17
人
）

小
泉　

雫し
ず
く

箭
木
天あ

め
り凛

光
富
燈と

も
し史

中
村
美み

お
ん桜

谷
岡　

穂み
の
り

濵
本
紬し

ゅ
う
か歌

八
木
桜お

と音

越
後
泰た

い
せ
い正

赤
ち
ゃ
ん

女女男女女女女男性
別

敦
将
太
郎

貴

史

竜

輝

啓

介

憲

昭

友

幸

正

志

届
出
人

坂

手

苗

羽

馬

木
橘
草
壁
本
町

西

村

室

生

蒲

生

地　
区

人　口

男　性

女　性

世帯数

人

人

人

世帯

（ー 48 人）

（ー 24 人）

（ー 24 人）

（1）

（４月１日現在（　）内は前月比）

13,716

6,478

7,238

6,225

企
画
・
編
集
/小
豆
島
町
企
画
財
政
課

〒
761-4492　

香
川

県
小

豆
郡

小
豆

島
町

片
城

甲
44-95
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オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。


